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⽇本年⾦機構 三重事務センター 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

県内でも最大級の鈴鹿国際交流フェスタ「わいわい春まつり」

は、在住外国人と日本人がお互いの文化に触れ、理解を進める

ために開催するイベントです。このお祭りは、ボランティアや

実行委員、鈴鹿青年会議所、ベルフォンテン市派遣生ＯＢ等た

くさんの方に少しずつ役割を担っていただき実施できています。 

 

 あなたも「わいわい春まつり」のボランティアをしませんか？ 

 只今、ボランティアさんを募集中です。前日の 4 月 22 日（土）

だけ・当日の 23 日（日）だけでも構いません。 

ボランティアに興味のある方は、SIFA 事務局までご連絡下さい。 

 希望の日にち・時間帯等、相談できます。  

 尚、ボランティアをして頂く方には、当日会場で使える国際屋

台の食券をお渡しします。また、希望される方には、『ボランティ

ア証明書』を発行いたします。 

 一緒におまつりを盛り上げましょう♪ 

 

ボランティアの役割 
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[わいわい春まつり] 

日 時：2017 年 4 月 23 日(日) 

10:00～15:00 

ところ：鈴鹿ハンター 

＆弁天山公園 

＊前日準備— 会場内の飾り付け作業（ステージの養生。大きな国旗や万国旗などの取り付け。 

タイトル看板の設置。のぼり旗の組み立＆設置。屋台の区画割り等） 

＊当日準備—長机やテーブルの配置。屋台立ち上げの補助。会場看板設置。民族衣装コーナー 

の立ち上げ等） 

＊当日運営—民族衣装コーナー受付。屋台販売の応援。本部受付の手伝い。募金、マスコット 

キャラクター介添等 

＊当日撤去作業—長机やテーブルの撤去作業。屋台片付けのお手伝い。看板・国旗等撤去。 

ゴミ拾い等。） 

 

普段は自宅・大学の往復だけで、友人以
外の人と交流する機会がなかなかありませ
ん。わいわい春まつりに参加し、同年代の
枠を超えて色々な人と交流できたことがよ
かったです。 

私は一人での参加でしたが、友達と一緒
に誘いあって行くのも楽しいと思います
よ。皆さんもボランティアに参加してみま
せんか？（2016 年ボランティア 中野文菜さん） 
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フィリピンの料理を作って食べながら、フィリピンのいろいろなお話を聞いて文化に触れます。 

と き：3 月 5 日(日) 10:00～14:00 

ところ：鈴鹿市文化会館 調理室 

メニュー：ギナタアン・カラバサ、豚肉のアドボ、塩卵サラダ 

講 師：キャリプ マリシェルさん(マニラ出身)、池田 スサナさん(アルバイ出身) 

定 員：32 名 (先着順・賛助会員優先) 

おかね：一般 1,500 円、 賛助会員 1,000 円 

申込み：2 月 23 日(木)までに、郵便番号・住所・名前・電話番号をはがき・ファックス・メールで SIFA 

(〒513-0801 鈴鹿市神戸 1-17-5  Fax:059-383-0639 ✉sifa@mecha.ne.jp)へ  

※2 月 24 日(金)に案内状を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿市の外国人人口は、2008 年 10 月をピークに減少して

来ていました。この 8 年間で 5,000 人以上居たブラジル人は半

減し、代わってベトナムやインドネシア、タイ等東南アジア国籍

の方が増えました。その流れが、昨年少し変わりました。これま

で減少してきていたブラジル人が増加に転じ、少しずつまた増え

てきています。 

鈴鹿市には、現在 58 カ国の方が暮らしており、その文化的背景も 10 年前に比べて多様にな

って来ています。また、外国籍の皆さんは鈴鹿市や近隣市町で仕事に就いていて日本経済の一翼

を担っています。職場のみならず、地域社会や学校等のコミュニティ活動を共に担うパートナー

として付き合っていくことが求められます。様々な文化があふれる鈴鹿地域が日本のロールモデ

ルになっていくと良いですね。

 

鈴鹿市の外国人人口の推移 

国籍別外国人人口(58 カ国) 

H28 年 12 月末現在 

１．ブラジル・・・2,669 人 

２．ペルー・・・・1,155 人 

３．中国・台湾・・・928 人 

４．韓国及び朝鮮・・566 人 

５．フィリピン・・・514 人 

６．ベトナム・・・・323 人 

７．インドネシア・・・303 人 

８．タイ・・・・・・・185 人 

９．ボリビア・・・・・182 人 

１０．スリランカ・・・126 人 

その他・・・・・・・・300 人 

合計・・・・・・・・7,251 人 
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鈴鹿国際交流協会では、登録して下さっているボランティアさんにホームステイやホームビジットのお願いを
しています。それは、本協会で行っているベルフォンテン事業のみならず、国の機関や大学・高校などから依頼
を受けてお願いするケースも多く、受け入れ期間は、短期・長期様々です。 
 今回は、ＳＩＦＡボランティアでホストファミリーをお引き受け頂いた吉元 瞳さんに、受け入れ体験談をま
とめていただきましたのでご紹介致します。ホストファミリーに興味のある方は、是非読んでみて下さい。 

*:・*:・*・*:・*:・*:・*:・*:・*:・*・*:・*:・*:・*:・*:・*:・*・*:・*:・*:・*:・*:・*:・*・*:・*:・*:・*:・*:・ 

10/6-11/23 の約 1ヶ月半、カナダの 17 歳の男の子 David 君のホストファミリーになる事が出来、本当に楽し

い時間が過ごせました。鈴鹿国際交流さんとの出会いがなければ実現しなかったことなので本当に感謝します。 

＜ホストファミリーになって＞ 

待ちに待った当日はお昼前に到着。主人は不在だったので David と下の 1 歳の娘

とで初ランチをしました。娘に食べさせている私の方が食べるのが遅く、彼はそん

な私を気遣い娘に抱っこしようかと手を広げ、遊ぼうかと言ってくれました。私は

それに感動していたのですが、次の瞬間、人見知りするはずの娘が彼に抱かれにい

ったので本当に驚いてしまいました。 

幼稚園から帰って来た息子も同様に、すぐに David と一緒に遊んで、娘と彼の取

り合いになるぐらいでした。 

これは彼の人柄が 1番にあると思いますが、彼の 

両親はルーマニアからカナダに移住して、様々な人種の人が多く暮らす土地に住ん

だ為、彼も打ち解け方が上手なのだと感じました。 

夫が出張中だった事もあり、私達夫婦は受け入れについて念入りに打ち合わせや

話合いをしていた訳ではありませんでした。 

私が最初に言っておいた方が良いと思った事は、私達家族はあまりルールや家訓

がないので、何か迷ったり困ったりした事があれば、迷う前に必ずすぐに話をして

一緒に解決策を考えましょうという事。何事も話し合おう！それが勉強にもなる。

と伝えました。そして一緒に過ごせる時間が少ないから遠慮も一切なし。今から息

子だよ。と伝えました。 

 すると夕食時に初対面だった主人が、「一緒に居られる時間は少ないし、何か困

ったらすぐに何でも話し合おう！」と、同じ事を彼に伝えていたので、大切にして

いる事が同じで、私はとても嬉しく思いました。 

 このように自分の家族の事も再確認出来た事は思いがけない幸せでした。 

 

彼は 4 年間カナダで日本語の勉強をしていたし、来日後 6 ヶ月経過し

ていたこともあって日本語がかなり上手で日本の生活に慣れていた事も

あり、外国人というよりはひとりの 17 歳の男の子として接し生活を共に

しました。それは彼にとっても私にとっても仲が縮まった理由の一つだ

ったと思います。本当に色々な所に一緒に行き、色々な話をたくさんし

ました。 

 彼には色々な事を教えてもらいました。大好きな音楽や流行りのアプ

リやダイエット、科学の情報まで！そして、彼の何事にも積極的にトラ

イする姿勢や、いつも色々なところにアンテナを張り、気になったら調

べる探究心、目の前のチャンスを必ずモノにしそうなハングリー精神は、近くでそれを目の当たりにした子供達

にとっても、とても良いお手本になりました。まだ小さいので全てはわからなくても、何か感じるものはあった

と思います。いまだに息子は、彼の様に大きくなりたいとご飯をいっぱい食べてくれたりします。 

 

私はふたりの子供にかける時間が多く、時間の使い方が上手く出来ない所があったのですが、彼は、そんな私

の目を覚ましてくれました。もちろん息子がひとり増える事で私のお仕事も少し増えるのですが、効率的に行動

し時間配分を考え直す良い機会になり、私にとってもとても良い刺激になりました。 

受け入れ前には想像できなかったような夢の様な時間を過ごせ、楽しい事がいっぱいありました！ 

また、機会があれば是非ホストファミリーをやりたいと思います。ありがとうございました。 
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昨年は、鈴鹿市とベルフォンテン市が友好協定を結んで 25 周年

の年でした。夏には、ベルフォンテン市の市長をはじめとする公式訪

問団や青少年を受け入れ、秋には、鈴鹿市長をはじめとする代表団

がベルフォンテン市を訪れ、これからの交流についての共同宣言を

交わしました。 

こういった 1 年間の行事の取り組みを、12 月１３日～１７日に市役

所一階市民ギャラリーにてパネル展で紹介しました。 

本協会が取り組み続けてきた青少年の相互交流事業が、共同宣言という形で実を結び、更なる交流

の拡大に向けてますます両市の絆を深めていきたいと思っています。 

 これからのベルフォンテン市との新たな連携について、どうぞご期待ください。 

 

 

 

  

アジア福祉教育財団難民事業本部に協力し、鈴鹿市に住む第三国定住難民

の方向けに、8 月から日本語の学習を進めてきました。教材は、文化庁が開発し

た「社会参加のための日本語通信講座」を使いました。 

ミャンマーから逃れて来ている難民の方は、学習の習慣が身に付き、もっと勉

強したいと思ってもらうことが出来ました。１月に一旦本事業は終わりますが、引き

続き学習を継続出来る様、難民事業本部と協力していきます。 

テキストは文化庁の HP に掲載されており、どなたでもダウンロードできます。 

興味をお持ちの方はどうぞご覧ください。 

http://www.nihongo-ews.jp/contents/view/%3Fid%3D921 

 

 

 

1 月 14 日（土）、鈴鹿市文化会館調理室にて、ブラジル・ペルー・フィリピンなど在住外国人の方１３名を

対象に、日本の家庭料理を学ぶ講座を開催しました。 

学校の給食で日本の味に慣れている子どもに、同じ料理をせがま

れても作り方がわからないという親御さんたちのために、管理栄養士

の中世古 幸さんにぶりの照り焼き、豚汁、白和え、大学いも、そして

おにぎりのにぎり方を教えて頂きました。子どもたちのことを考えて、野

菜不足を補えるメニューになっています。 

  講座では、こんぶと削り節でお出汁を取ったり、魚の煮崩れを防ぐ

方法・臭みを取る方法を学んだり、味付けの「さしすせそ」の基本を学びました。 

  また、お膳の置き方や箸のマナーも教えて頂きました。迷い箸、寄せ箸、ちぎり箸など、やってはいけない

マナーはその理由も含めて日本文化を学ぶことにつながり、在住外国人のみなさんにとって、大変興味深い

内容となりました。 

  参加者のみなさんからは、「はじめは出来上がった料理の味にあまり期待していなかったけれど、実際に

食べてみたら本当に美味しい！！」「調味料の選び方・分量を学べたので良かった！」「色々な方に出会い、

異文化を知ることが出来た！」など嬉しい意見がたくさんありました。 

  できればシリーズ化して、日本の他の料理も紹介できたらいいな、と思います。 

公益財団法人鈴鹿国際交流協会（SIFA） 
〒513-0801 鈴鹿市神戸 1-17-5 別館第三 TEL：059-383-0724 
FAX：059-383-0639 ✉sifa@mecha.ne.jp  URL：http://www.sifa.suzuka.mie.jp 

 

 

 


